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　今年4月に改定した「都市計画マスタープラン」は、今後の人口減少や少子超高齢社会を見据えています。地域の
特性や資源を生かしながら、それぞれの地域の中心部を拠点として充実し、公共交通などによって拠点同士が連携し
やすくすることで、まとまりとつながりのある都市を目指しています。 
　下の都市構造図では、今回改定した主な内容を紹介します。 

　
「
都
市
計
画
」
と
は
、
土
地
の
使
い
方
や
建
物

の
建
て
方
の
ル
ー
ル
や
、
道
路
や
公
園
の
配
置
な

ど
を
総
合
的
に
定
め
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
を
秩
序

立
て
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
計
画
で
、

ま
ち
の
設
計
図
と
い
え
ま
す
。 

　
都
市
計
画
で
は
、
市
内
を
都
市
的
に
利
用
す
る

「
市
街
化
区
域
」
と
、
都
市
的
な
利
用
を
お
さ
え

て
自
然
環
境
を
保
全
す
る
「
市
街
化
調
整
区
域
」

に
区
分
け
し
、
さ
ら
に
市
街
化
区
域
は
用
途
を
住

居
系
や
商
業
系
、
工
業
系
な
ど
に
分
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
や
公
園
、
下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設

の
配
置
や
大
き
さ
も
定
め
て
い
ま
す
。 

　
「
都
市
計
画
」
は
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
の
方
針
に
沿
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
専
門
家
な
ど

の
意
見
を
参
考
に
、
地
域
ご
と
の
土
地
利
用
や
景

観
形
成
、
交
通
整
備
、
防
災
な
ど
ま
ち
づ
く
り
全

体
の
方
針
を
定
め
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
加
古
川
市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
平
成
九
年

に
平
成
二
十
七
年
の
ま
ち
の
形
を
見
据
え
て
作
ら

れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
市
内
の
状
況
や
法
律
な
ど

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
平
成
十
六
年
四

月
に
一
回
目
、
今
年
四
月
に
二
回
目
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。 

 

　
市
で
は
、
み
な
さ
ん
が
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
か
に
つ
い
て
の
計
画
を
立
て
て
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
「
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
都
市
計
画
」
は
ま
ち
の
設
計
図 

 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」 

 

　都市計画を定めて、あらかじめまちの設計をすることで、
さまざまな問題を防ぎ、暮らしやすいまちづくりが計画的に
できるようになります。 
 

都市計画があると… 

都市計画がないと… 

●市街化調整区域の市街地拡大防止と既存集落の
　居住環境維持 
　人口の減少や少子超高齢化を見据えて、市街化
調整区域の無秩序な市街化を防止しながら、既存
集落の居住環境やコミュニティーの維持を図って
いきます。 

●大規模集客施設の立地規制と誘導 
　大規模店舗や遊技場などの郊外立地による中心
市街地の衰退や交通渋滞、周辺生活環境の悪化な
どを防ぐため、郊外での立地を規制し、都心・副
都心に誘導します。 

●都心・副都心の都市機能強化 
　駅や道路などの整備が進んできたＪＲ加古川駅
周辺、ＪＲ東加古川駅周辺、山陽電鉄別府駅周辺
の商業、住宅などの都市機能を充実させていきま
す。 

●市街化区域の緑地や農地
　の保全の検討 
　市街地にある緑地や農地
は、雨水の保水や災害時の
避難場、憩いの場など多く
の機能があるため、保全し
て活用することを検討して
いきます。 

●都市計画道路、都市公園
　などの全体計画の見直し 
　計画されている道路や公
園について、市街地の現状
に合わせて整備を進めます。
また、未着手のものを中心
に必要性を再検証します。 
 

●地域の状況に応じた建物の高さのルール
　の検討 
　市内の大部分を占める低層住宅地の居住
環境を守るため、地域の状況に応じた建物
の高さのルールについて検討を進めます。 

市街化区域（都市的な利用を推進する地域） 
市街化調整区域（都市的な利用をおさえ、田園環境、自然 
環境を保全・育成する地域） 
拠点同士の連携 
 

都市計画課　小西課長 
 

●住宅と工場などの区分け 

●低層住宅と高層住宅の区分け 

●広い道路 

●都市と農村の調和 

●住宅の横に工場 

●低層住宅と高層住宅が混在 

●道路が狭い 

●住宅と田畑が混在 
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●広い道路 

●都市と農村の調和 

●住宅の横に工場 

●低層住宅と高層住宅が混在 

●道路が狭い 

●住宅と田畑が混在 

           

　
市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
み
な
さ
ん

の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
「
地
区

計
画
」
な
ど
を
作
る
た
め
に
開
催
す

る
勉
強
会
や
研
究
会
に
は
、
技
術
的

な
支
援
を
行
っ
た
り
、
専
門
的
な
知

識
を
持
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
派

遣
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
の
一
歩
が
ま
ち
づ
く
り

へ
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
地
域
の

問
題
点
が
な
い
か
話
し
合
う
な
ど
、

み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
で
地
域
の

絆
を
深
め
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
魅
力
的
な
ま
ち
を
一
緒

に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

【
問
合
先
】
市
役
所
都
市
計
画
課（
　

4
2
7
・
9
2
6
8
）
へ
。 

※
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
・
公
民
館
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 


